
神奈川県

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・中学生のスポーツ・文化芸術等の環境をめぐる状況は、県内においても地域によって異なるため、 学校部活動の地域連携や地域移行の在り方、そして、その環境整備の方法

などは、地域の実情に応じて多様な方法が考えられる。学校部活動の地域連携や地域移行について、達成までの道筋を一律に定めず、 地域の実情に応じて、段階的且つ柔

軟に取り組んでいくことを基本的な考え方としている。

・「単独の市町での取組は困難」な町部の課題がある。教員の負担軽減及び生徒保護者の心情に寄り添いながら、生徒の活動機会を確保するためには、自治体をまたいだ連

携の方策を探ることが必須である。
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業務委託

秦野市教育委員会

大磯町教育委員会

計14部活動を地域移行
計19部活の合同部活動

大磯クラブが運営主体

計２中学校、２部活動を地域移行

・情報収集、情報提供、助言

藤沢市教育委員会 一般社団法人藤沢市みらい財団
ゴールデンアカデミーが運営主体

計２中学校、２部活動を地域移行

・「公立中学校における部活動地域移行に係る神奈川県の方針」策定

・「県部活動地域移行連絡会」の開催
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・かながわ地域クラブ活動指導者データベース設置

・地域クラブ活動指導者研修講座の開催

・地域クラブ活動コーディネーターの設置において、地域クラブ活動の充実

や市町村との連携の観点から、総合型地域スポーツクラブの運営に携わ

り、地域スポーツ活動に関する知見を持つ方を選任した。

・かながわ地域クラブ活動指導者データベース紙ベースのチラシを配布・周知し、登録しやすい体

制を整備した。

・研修内容を、「学校教育活動としての部活動の意義と指導者の責任」や「体罰・ハラスメントの

防止」に重点を置き、資質向上を図った。

１、「県部活動地域移行連絡会」の開催

２、「公立中学校における部活動の地域移行に係る神奈川県の方針」の策定

３、地域クラブ活動コーディネーターの配置

４、実証事業実践地域を中心に取組状況を視察

5、かながわ地域クラブ活動指導者データーベースの設置

6、地域クラブ活動指導者研修講座の開催

7、総合型地域スポーツクラブ代表者及び市町村スポーツ主管課担当者

会議での情報提供及び協議

8、部活動活性化推進協議会における情報提供

9、県立学校における部活動の地域移行に係る意見交換会の開催

・県地域移行連絡会のグループ協議では、現状・指導者の確保・受け

皿の確保の課題について検討し、それぞれの立場からの現状等が共有

され、各市町村の取組の推進が期待された。



神奈川県藤沢市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・公益財団法人が休日活動を管理（神奈川県藤沢市立滝の沢中学校 陸上競技部）

・一般社団法人が休日活動管理  （神奈川県藤沢市立高浜中学校 サッカー部）

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型(総合型地域スポーツクラブ運営型）
（２）運営主体： 一般社団法人ゴールデンアカデミー
（３）種目：サッカー
（４）指導者の主な属性：総合型地域スポーツクラブに関わる指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月３回程度
（６）主な活動場所：神奈川県藤沢市立高浜中学校 校庭
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：0円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円

・本市の部活動の加入率は長きにわたり８割を超える高い率を維持している。

・「部活動地域移行に係る教員アンケート」の結果、約６割の教員は部活動地域移行後の「指導に関わりたいとは思わない」という回答であった。

・「地域連携・地域移行」の実現のためには、教員以外の地域人材等を発掘・確保が必須となることが明確であるが、人材確保手段は模索している状況である。

（取組の成果）

・指導…参加生徒や保護者から「指導について」肯定的な意見多数 ・教員の負担軽減…約７割の教員が負担軽減を実感

（特に工夫した点等）

情報交換会を開催し、地域移行における課題や継続するべき点等情報交換できる機会を設け、改善に向けた取り組みや好事例の共有を図った。



子どもたちの中には学校単位での部活動を大切にしたいと考えている子もいる。大会はクラブ所属で出場する子はほぼいない。

学校所属で出場する子がほとんどである。すぐに地域部活動（クラブ）化の可能性が高い種目はソフトテニス、柔道、剣道など少数。当面は「学校

部活動」「地域部活動（クラブ）」の併存が必須。R8に至っても、「地域部活動（クラブ）」化ができない種目が予想される。

神奈川県大磯町

●運営体制図

●現状・課題

●取組事項の概要

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

サッカー、ソフトテニスといった、学校か

ら切り離せる種目を選定し、検証の対

象種目とする。ここでの活動を研究し、

大磯の現状に合った部活動改革に向

けて、課題と解決策を明らかにする。

●取組で明らかになったこと

・アンケート等から、子どもたちはいつも見てくれている先生に教わりたい、専門知識のある人にみてもらいたい、もっと活動したい、なじみの仲間との学

校単位の部活がいい、熱意のある指導者に教わりたい等の気持ちがあることが明らかになった。

・先生方も学校部活動を大切にする必要性を感じている。休日部活動の指導を希望する教員は49％であることが分かった。

・学校部活動の支援を軸とする
・指導を希望する先生の力を発揮させる
・地域の力も借りて、専門的指導者を発掘する
・将来的には全種目、「地域部活動（クラブ）」化を目指すことにより、
学校教育活動から切り離していくことも考える

→今までとおなじ学校内の活動の枠組みを活かす

大磯式部活動 をR6年度より実施

●今後の展望

R5年度まで

R6年度から



神奈川県秦野市

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

（１）運営類型：市町村教育委員会運営型

（２）運営主体：秦野市教育委員会 教育指導課

（３）活動種目：東中学校の学校部活動、体操、バレーボール 他

（４）指導者の主な属性：地域部活動支援協力者

（５）１カ月あたりの平均的な活動回数：１回～４回

（６）主な活動場所：秦野市立各中学校、東海大学 他

（７）主な移動手段：徒歩、保護者の送迎

（８）一人あたりの参加費（年間）：なし

（９）一人あたりの保険料 ：生徒800円／指導者1,850円

・休日の学校部活動に代わるスポーツ活動が地域と学校が協働して月に１回程度は実施できたこと。

・学校運営協議会等で学校と地域が共に作り上げていく「今後の子どもたちの持続可能なスポーツ活動」として、テーマ設定が出来つつあること。

●運営体制図
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秦野東サッカー少年団(サッカー)

東海大学体操部（体操）

南が丘少年少女ＶＣ（バレーボール）
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・部活動検討委員会を開催
・運営方法の検討
・市内中学校への説明会の実施
・成果と課題の共有

指導者の紹介等の協力（地域部活動支援協力者登録）
地域クラブ活動
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・令和３年度から実証事業に取り組み、秦野市独自のスキームを提示しながら学校と協働して「事例づくり」を行ってきており、「地域移行（地域クラブ）」への共通認識と

一般的な理解の共有は、生徒及び保護者さらには教職員に対して浸透してきている一方で、指導者の人材確保の面、費用負担の面には継続的に課題がある。今度も

現状の学校部活動を持続することは難しいため、子どもたちのスポーツ活動をする機会の確保を第一に考え、地域の実情に応じて体制整備を整えていくことを目指していく。
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